




要約:極低出生体重児の母親のもつ育児不安の解消及び健全な母子関係の確立を目標に、

神戸大学周産母子センターを退院し修正月齢 6か月に達した極低出生体重児と母親を対象

にして、神戸市総合児童センター、児童相談所と協力して親子教室を開設している。参加

した母親は育児に積極的に取り組むようになり、母親のネットワークも自然に形成された。

問題点としては、働く母親が参加できないこと、後に障害を発見される子供が含まれるこ

と、確立されたプログラムがないこと等が挙げられ、今後地域の福祉機関との連携、人的、

経済的支援、プログラムの評価方法などについて検討しなければならない。


